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西
原
町
行
政
改
革
大
綱

を
踏
ま
え
た
効
率
的
行

政
運
営
の
推
進
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

総
務
部
長　

第
４
次
西
原
町
行

政
改
革
大
綱
の
中
で
３
つ
の
方

針
を
出
し
て
い
ま
す
。
１
つ
目

は
財
政
状
況
や
今
後
の
中
期
的

収
支
見
通
し
の
分
析
、
把
握
、

２
つ
目
は
民
間
を
活
用
し
た
行

財
政
運
営
、
３
つ
目
に
安
定
し

た
財
政
基
盤
に
よ
る
行
財
政
運

営
で
す
。
具
体
的
に
は
徴
税
の

収
納
率
の
目
標
設
定
、
滞
納
対

策
で
す
。

庁
舎
等
複
合
施
設
の
建

設
に
つ
い
て
町
内
企
業

へ
の
優
先
発
注
に
努
め
る
と
あ

る
が
中
身
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

町
長　

町
内
の
多
く
の
企
業
が

参
入
し
や
す
い
状
況
を
つ
く
っ

て
い
く
こ
と
は
極
め
て
重
要
で

あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
目
下

検
討
中
で
あ
り
ま
す
。

建
設
敷
地
に
隣
接
す
る

２
軒
の
住
宅
に
つ
い
て

の
対
応
は
ど
う
す
る
の
か
伺
い

ま
す
。

総
務
部
長　

今
の
と
こ
ろ
道
路

拡
幅
事
業
な
り
の
補
助
事
業
を

活
用
し
て
対
応
す
る
こ
と
に
な

る
と
思
い
ま
す
。

基
地
の
な
い
市
町
村
連

絡
協
議
会
は
防
衛
大
臣
に

要
請
書
を
提
出
し
た
と
あ
る
が

1
回
だ
け
な
の
か
伺
い
ま
す
。

町
長　

基
地
の
な
い
市
町
村
も

基
地
の
あ
る
市
町
村
と
同
じ
よ

う
に
基
地
被
害
が
発
生
す
る
可

能
性
が
あ
る
、
危
険
性
が
あ
る

と
い
う
こ
と
で
こ
の
問
題
に
取

り
組
む
べ
き
と
平
成　

年　

月

22

12

　

日
に
要
請
し
ま
し
た
が　

年

22

23

は
や
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

基
地
の
あ
る
市
町
村
と
連

携
し
て
行
く
べ
き
で
あ
る

と
思
い
ま
す
が
ど
う
で
し
ょ
う
。

町
長　

沖
縄
の
基
地
問
題
と
い

う
全
般
的
な
観
点
か
ら
検
討
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。株

式
会
社
西
原
フ
ァ
ー
ム

の
設
立
で
Ｊ
Ａ
や
商
工
会

と
の
取
り
組
み
は
ど
う
か
伺
い

ま
す
。

建
設
部
長　

町
も
Ｊ
Ａ
も
商
工

会
を
含
め
て
出
資
の
割
合
を
協

議
し
な
が
ら
生
産
法
人
が
自
立

出
来
る
よ
う
な
方
向
で
後
押
し

を
考
え
て
い
ま
す
。

沖
縄
振
興
特
別
推
進
交

付
金
（
一
括
交
付
金
）
を

本
町
は
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て

事
業
を
展
開
す
る
の
か
伺
い
ま

す
。

総
務
部
長　

県
の
ほ
う
で
も
沖

縄
ら
し
い
事
業
を
市
町
村
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
き
な
が
ら
や
っ

て
い
こ
う
と
し
て
い
ま
す
。

西
原
町
が
取
り
組
め
る

事
業
と
し
て
せ
っ
か
く

「
文
教
の
ま
ち
西
原
」
と
う

た
っ
て
い
る
の
で
人
材
育
成
の

予
算
を
重
点
的
に
す
べ
き
だ
と

思
い
ま
す
。
教
育
に
向
け
る
考

え
は
な
い
か
伺
い
ま
す
。

総
務
部
長　
　

世
紀
ビ
ジ
ョ
ン

21

と
整
合
を
図
っ
て
行
き
ま
す
。
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大城純孝　議員

◇平成２４年度の施政

方針と一括交付金

問

問

問

問

小
橋
川
・
上
原
道
路
線
の

改
善
策
、
具
体
的
な
計

画
。

建
設
部
長　

現
在
の
道
路
幅
４

メ
ー
ト
ル
を
５
メ
ー
ト
ル
に
拡

幅
し
対
面
交
通
の
で
き
る
地

震
、
災
害
へ
の
防
災
道
路
と
位

置
づ
け
沖
縄
振
興
特
別
推
進
交

付
金
を
活
用
。
総
事
業
費
約

１
、
５
０
０
万
円
、
総
延
長　
５９

メ
ー
ト
ル
を
予
定
。

沖
縄
キ
リ
ス
ト
教
学
院
大

学
・
短
期
大
学
か
ら
町
民

陸
上
競
技
場
へ
の
町
道
翁
長
・

上
原
線
整
備
計
画
は
。

建
設
部
長　

以
前
に
町
道
津
花

波
・
上
原
線
か
ら
の
道
路
取
り

つ
け
が
検
討
さ
れ
た
が
、
高
低

差
、
縦
断
勾
配
の
問
題
で
車
両

通
行
上
の
安
全
面
、
ま
た
事
業

費
の
観
点
か
ら
厳
し
い
事
か
ら

現
在
予
定
し
て
い
な
い
。
今
回

一
括
交
付
金
と
い
う
新
た
な
事

業
が
で
き
、
そ
の
中
で
対
応
で

き
る
か
改
め
て
検
証
し
て
い
く
。

県
の
伝
統
芸
能
会
館
等

を
マ
リ
ン
タ
ウ
ン
地
内

へ
誘
致
に
努
め
る
と
い
う
そ
の

具
体
的
構
想
は
。

町
長　

町
も
昨
年
の
５
月
、
県

に
対
し
て
伝
統
芸
能
会
館
及
び

空
手
道
会
館
の
誘
致
先
と
し
て

一
早
く
陳
情
要
請
を
し
た
。
ア

ク
セ
ス
の
面
で
極
め
て
優
位
性

が
あ
り
、
与
那
原
町
と
連
携
し

て
進
め
て
い
る
。
町
の
文
化
協

会
と
の
連
携
も
図
り
官
民
一
体

で
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

内
間
御
殿
の
整
備
事
業

の
為
の
職
員
採
用
の
中

身
。

教
育
部
長　

職
員
１
名
、
行
政

職
文
化
財
担
当
上
級
職
。
大
学

卒
業
以
上
で
考
古
学
に
関
す
る

学
科
か
つ
２
ヵ
年
以
上
の
実
務

経
験
者
を
採
用
予
定
。

次
年
度
の
学
校
支
援
地
域

本
部
事
業
は
何
校
で
実
施

さ
れ
る
予
定
か
。

教
育
部
長　

平
成　

年
度
は
坂

２４

田
小
学
校
、
西
原
南
小
学
校
、

西
原
中
学
校
、
西
原
東
中
学
校

の
４
校
で
実
施
す
る
予
定
。
予

算
に
つ
い
て
は
ま
だ
国
の
交
付

決
定
が
な
く
、
例
年
度
並
に
組

め
と
の
指
示
が
あ
り
、
３
校
か

ら
４
校
に
増
え
た
が
前
年
度
並

み
に
組
む
。

次
年
度
の
町
立
保
育
園
、

幼
稚
園
、
児
童
館
等
の
臨

時
職
員
、
嘱
託
職
員
の
数
と
そ

の
人
員
確
保
の
状
況
は
。

教
育
部
長　

幼
稚
園
の
嘱
託
職

員
は
年
休
代
替
含
め
て　

名
。

１９

１
名
不
足
で
現
在
確
保
に
努
め

て
い
る
所
。

福
祉
部
長　

町
立
保
育
園
の
正

職
員
は　

名
で
嘱
託
職
員
は
年

１６

休
代
替
含
め　

名
、
臨
時
が
２

４１

名
。
児
童
館
は
年
休
代
替
含
め

嘱
託
職
員
が
７
名
、
臨
時
２
名

の
予
定
。
嘱
託
の
任
用
契
約
切

れ
の
５
年
目
に
当
た
り
、
入
れ

替
え
の
予
定
。
業
務
に
支
障
が

無
い
様
計
画
的
な
入
れ
替
え
が

望
ま
し
い
が
、
資
格
要
件
が
有

り
確
保
が
厳
し
い
。
町
外
か
ら

は
３
名
採
用
。

喜納昌盛　議員

◇道路整備関連

◇伝統芸能会館等

◇学校支援本部事業

◇臨時嘱託職員関係

問

問

問

問

問問

問

問

問問
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沖
縄
振
興
一
括
交
付
金

は
沖
縄
ら
し
い
と
い
う

テ
ー
マ
で
我
々
西
原
町
に
言
わ

せ
る
と
西
原
ら
し
さ
で
す
。
自

然
と
歴
史
、
伝
統
文
化
を
大
切

に
各
自
治
会
に
お
け
る
グ
ス
ク

及
び
文
化
財
等
に
活
用
で
き
る

か
。

総
務
部
長　

伝
統
文
化
等
も
含

め
て
、
文
化
財
等
事
務
運
営
事

業
と
い
う
の
を
設
定
し
、
地
域

の
優
れ
た
伝
統
文
化
の
保
存
継

承
を
図
ろ
う
と
、
文
化
財
保
護

審
議
会
の
開
催
、
各
種
文
化
講

座
の
開
設
、
文
化
財
の
保
護
、

関
係
団
体
へ
の
負
担
金
、
補
助

金
の
交
付
等
で
、
具
体
的
な
事

業
と
し
て
し
っ
か
り
で
き
る
形

に
な
っ
て
い
ま
す
。

庁
舎
建
設
の
発
注
に
お

い
て
、
町
民
・
町
業
者
の

皆
さ
ん
方
か
ら
で
き
る
だ
け
分

離
、
分
割
で
発
注
が
で
き
る
よ

う
環
境
を
整
え
て
ほ
し
い
と
の

要
望
が
強
い
が
。

町
長　

庁
舎
建
設
は
予
算
規
模

も
か
な
り
大
き
い
と
い
う
よ
う

な
こ
と
か
ら
可
能
な
限
り
分

離
、
分
割
発
注
を
基
本
に
し
て

い
き
た
い
と
い
う
こ
と
で
今
、

事
務
所
に
は
そ
の
よ
う
に
作
業

を
進
め
る
よ
う
指
示
を
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

庁
舎
の
分
離
、
分
割
発
注

は
い
つ
ご
ろ
に
決
定
さ

れ
る
の
か
、
見
通
し
は
。

庁
舎
等
複
合
施
設
建
設
室
長　

現
在
、
建
築
確
認
申
請
の
最
中

で
、
県
の
事
前
審
査
を
終
え

て
、
県
が
指
定
し
た
構
造
傾
斜

の
適
合
判
定
機
関
の
ほ
う
に
構

造
計
算
の
任
意
判
定
の
手
続
を

進
め
て
お
り
、
何
と
か
４
月
末

ご
ろ
ま
で
に
は
確
認
が
と
れ
る

よ
う
に
、
今
、
鋭
意
作
業
を
進

め
て
お
り
、
工
区
の
形
態
を
固

め
て
、
予
算
の
設
計
書
の
作
成

等
を
行
い
発
注
に
な
り
ま
す
。

モ
ノ
レ
ー
ル
浦
添
延
伸
に

伴
う
西
原
入
口
浦
西
駅
周

辺
の
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
中
で

浦
添
市
側
と
西
原
町
側
で
最
大

の
計
画
面
積
は
。

建
設
部
長　

第
４
案
と
し
て
、

住
居
系
土
地
利
用
の
拡
大
に
よ

る
整
備
で
、
浦
添
市　

ヘ
ク

２５

タ
ー
ル
、
西
原
町　

ヘ
ク
タ
ー

１５

ル
の
合
計
面
積
は　

ヘ
ク
タ
ー

４０

ル
の
計
画
と
な
っ
て
い
ま
す
。

徳
佐
田
側
の　

ヘ
ク

１５

タ
ー
ル
の
計
画
の
中
で

計
画
案
の
説
明
会
は
あ
る
か
。

建
設
部
長　

平
成　

年
度
一
括

２４

交
付
金
を
活
用
し
て
現
場
調
査

を
し
、
徳
佐
田
・
幸
地
地
域
の

皆
さ
ん
と
地
権
者
の
意
向
調
査

を
行
っ
た
上
で
、
西
原
町
の
将

来
の
ま
ち
の
あ
り
方
を
定
め
て

い
き
た
い
。

答
弁
の
中
で
幸
地
地
域

も
一
部
取
り
入
れ
た
計

画
だ
と
の
事
だ
が
何
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
計
画
で
の
調
査
な
の
か
。

都
市
整
備
課
長　

平
成　

年
度

２４

西
原
町
も
浦
西
駅
周
辺
の
ま
ち

づ
く
り
調
査
を
実
施
す
る
こ
と

で
予
算
の
要
望
を
し
て
お
り
、

徳
佐
田
・
幸
地
地
区
を
入
れ
た
、

お
お
む
ね　

ヘ
ク
タ
ー
ル
で
す
。

３０
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伊波時男　議員

◇一括交付金の使途

◇庁舎建設の発注

◇モノレール延伸に伴う

まちづくり

問

問

問

問

問

東
日
本
大
震
災
を
受
け

て
、
町
の
防
災
計
画
の
見

直
し
は
ど
の
様
に
進
ん
で
い
ま

す
か
。
特
に
、
災
害
弱
者
の
支

援
・
海
抜
表
示
や
津
波
標
識
の

問
題
、
さ
ら
に
津
波
避
難
ビ
ル

の
確
保
の
状
況
、
取
り
組
み
は

ど
う
で
す
か
。

総
務
部
長　

県
の
見
直
し
計
画

を
受
け
て
、
海
抜
表
示
・
避
難

標
識
な
ど
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
津
波
避
難
ビ
ル
は　

ｍ
の

１２

津
波
が
想
定
す
る
の
か
、
そ
れ

に
よ
っ
て
3
階
以
上
の
建
物
を

指
定
す
る
の
か
ど
う
か
、
検
討

し
て
い
き
た
い
。

福
祉
部
長　

災
害
支
援
に
つ
い

て
は
災
害
時
要
援
護
者
の
登
録

作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

西
原
町
災
害
時
要
援
護
者
支
援

計
画
に
基
づ
き
、
台
帳
登
録
者

へ
の
個
別
支
援
が
図
ら
れ
る
も

の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

仮
「
中
部
共
同
火
葬
場
」

の
件
で
す
が
、
宜
野
湾

市
・
北
谷
町
・
西
原
町
・
中
城
村
・

北
中
城
村
の
５
自
治
体
で
の
共

同
建
設
で
、
総
工
費
約
１
６
億

円
。
さ
ら
に
２
０
１
５
年
の
稼

動
を
目
指
す
と
の
事
だ
が
、
そ

の
予
算
や
場
所
選
定
ど
の
様
に

考
え
て
い
る
か
、
ま
た
政
治
折

衝
の
必
要
性
が
考
え
ら
れ
る
が

状
況
は
ど
う
で
す
か
。

町
長　

何
ら
か
の
補
助
事
業
等

が
あ
る
の
か
、
い
ろ
い
ろ
厳
し

い
問
題
は
あ
る
が
取
り
組
み
を

進
め
て
い
き
た
い
。

県
か
ら
墓
地
行
政
の
事
務

移
譲
を
受
け
て
、
町
の
条

例
や
基
本
計
画
策
定
は
ど
の
様

に
な
っ
て
い
る
か
、
ま
た
公
営

（
町
営
）
墓
地
の
設
置
へ
の
状

況
は
。

総
務
部
長　

平
成　

年
に
町
墓

２２

地
基
本
計
画
は
策
定
し
て
い
ま

す
。
平
成　

年
度
に
墓
地
基
本

２４

条
例
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
墓

地
基
本
計
画
の
中
の
個
別
方
針

で
、
公
営
墓
地
へ
の
需
要
へ
の

対
応
で
そ
の
整
備
を
図
る
か
議

論
し
て
定
め
て
い
く
予
定
を
し

て
い
ま
す
。

国
旗
や
国
歌
に
つ
い
て

各
学
校
で
ど
の
様
に
生

徒
に
対
応
し
て
い
ま
す
か
。

教
育
部
長　

各
学
校
に
お
い

て
、
入
学
式
や
卒
業
式
な
ど
に

お
い
て
は
そ
の
意
義
を
踏
ま

え
、
音
楽
科
や
社
会
科
を
通
し

て
、
国
旗
、
国
歌
に
慣
れ
親
し

み
、
尊
重
す
る
態
度
を
育
む
よ

う
に
折
に
触
れ
指
導
工
夫
を

図
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
君
が
代

斉
唱
に
つ
い
て
も
指
導
を
行
う

よ
う
確
認
を
し
て
お
り
ま
す
。

町
の
発
展
の
た
め
に
も
産

業
の
活
性
化
が
大
事
で

す
。
沖
縄
公
庫
独
自
の
無
担
保
・

無
保
証
人
の
新
た
な
資
金
活
用

で
仮
（
沖
縄
雇
用
・
経
営
基
盤
強

化
資
金
）が
創
設
し
ま
し
た
。
町

の
取
り
組
み
は
？　

ま
た
観
光

活
性
化
に
向
け
て
の
戦
力
は
？

建
設
部
長　

無
担
保
・
無
保
証

人
の
融
資
制
度
に
つ
い
て
関
係

機
関
と
連
携
し
活
用
促
進
に
努

め
た
い
。
ま
た
観
光
に
つ
い
て

は
、
西
原
マ
リ
ン
パ
ー
ク
を
拠

点
に
内
間
御
殿
の
活
用
を
推
進

し
た
い
。

仲松　勤　議員

◇町の防災計画の見

直しは？

◇中部共同火葬場�

◇国旗、国歌(君が代)

の学習は�

問

問

問

問

問

問

沖縄モノレール（首里駅）

海抜表示板


